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さ
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貴装の店わたなべ
焼津店

Photo Studio
わたなべ

駐車場15台完備

すべてのプランのお問合せはこちらまで

054-627-7786

焼津市栄町5-10-21

貴装の店 わたなべ
住所

054-627-7786TEL
AM10:00～PM7:00営業時間
火、第1・第3水曜日定休日

詳しくはWEBへ

10：00～17：00より、ご希望の時間を下記①お電話か
②HPよりご予約の上、ご来店下さい。

振袖・袴のお下見については
完全予約制です｡

15.4万円～
8.8万円～

③ママ振・姉振プラン③ママ振・姉振プラン

②振袖レンタルプラン②振袖レンタルプラン

①振袖ご購入プラン①振袖ご購入プラン

丸洗い丸洗い
小物ご購入、お手入れ、寸法直し小物ご購入、お手入れ、寸法直し

３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料３０点フルセット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料１０点セット、前撮り時、ヘアメイク・着付け無料

（税込）

3.3万円～
④スタジオパックプラン④スタジオパックプラン
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付
振袖一式、ヘアセット、メイク、着付け、撮影料、
お写真1ポーズ付

（税込）

（税込）

4,400円～（税込）

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

期間中に   　　　　　　　　　　　　　のお客様に、
特別プレゼントをご用意しております！

親娘でご来場・お衣装お見積り親娘でご来場・お衣装お見積り

振袖コーディネート

無料ご試着体験会開催中！！
「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

「わたなべ」なら
安心・満足の
充実サービス！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ご購入も
レンタルも

豊富な色・柄から
自由にお選び
いただけます！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

ヘア・メイク・
着付けまで揃った
「前撮り撮影会」が

大好評！

「わたなべ」が
選ばれる
ポイント

新規生徒さん募集 4月4日㈭より開講

早い予約がゼッタイお得！
今ならご希望の時間にはたちのつどいのお支度予約ができます。

2025年・2026年にはたち
のつどいを迎えるお嬢様・ご家族様 4月開講ものき春の 着付け教室

ご自分の着付けでお出掛けしてみませんか？

手結びの着付けを習いたい方の勉強会です。

12回コース毎週木曜日 PM7：00～PM9：00
開講日

先着10名様
定　員

当月より3ヶ月間（予定）初歩より袋帯着装まで
内　容

ゆかた、半巾帯、肌襦袢、裾よけ、帯板、腰ひも（2本）、
伊達締め、筆記用具、テキスト代

持ち物

1回1,500円×12回
受講料 ※6回毎にご入金をお願い致します。

お申し込み

貴装の店 わたなべ店内
ところ

3月21日㈭までにお電話にて
お申し込み下さい。

これからのきもののご着用にお役立ていただけるこ
と問題なし！ ご自分で着られる喜びを、着付け教室で
ぜひ体験してみてください！！

①～④のプラン

3/31日
まで
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花
育
と
は

　

藤
枝
市
の
高
柳
巾は

ば
み
ぞ溝

会
館
を

拠
点
に
、
毎
日
子
ど
も
が
集
う

学
び
舎
と
し
て
学
童
保
育
型
学

習
塾
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
「
花
育
」
と
は
、
花
や
緑
を

育
て
る
こ
と
で
感
性
を
磨
き
、

集
中
力
や
創
造
力
な
ど
を
育
む

こ
と
で
す
。
静
岡
県
で
は
ま
だ

数
少
な
い
花
育
士
と
し
て
活
動

し
て
お
り
、
長
年
、
児
童
厚
生

指
導
員
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た

母
親
と
、
二
人
三
脚
で
ス
ク
ー

ル
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
知
り

志
太物

語
重
要
な
幼
小
接
続
期
の
教
育

　

幼
児
期
か
ら
小
学
生
ま
で
の

教
育
は
、
そ
の
後
の
成
長
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に

就
学
前
後
の
子
ど
も
た
ち
は
、

親
子
関
係
や
発
達
に
お
い
て
重

要
な
時
期
で
す
。
そ
の
た
め
、

年
長
～
小
学
一
年
生
の
指
導

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
花

育
」
は
情
操
教
育
と
学
力
向
上

の
両
方
に
効
果
が
あ
り
、
幼
小

接
続
期
に
必
要
な
学
力
の
受
け

皿
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

非
認
知
能
力
を
育
む

　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
私
と
同

じ
年
に
な
る
頃
に
は
、
仕
事
の

半
数
以
上
が
な
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
教
育
大
改
革
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
、
発
想
力
や

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
協
働
力
と
い

っ
た
「
非
認
知
能
力
」
を
ど
れ

だ
け
身
に
付
け
ら
れ
る
か
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
放
課
後
に
も
子

ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学
ん
だ

り
遊
ん
だ
り
で
き
、
規
律
や
関

係
性
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
居
場

所
づ
く
り
を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
展
望

　

行
政
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、

学
校
等
と
も
連
携
し
、
花
育
の

す
ば
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
時
代
に
即

し
生
活
に
根
差
し
た
学
び
を
目

指
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

一
生
役
に
立
つ
「
生
き
る
力
」

を
育
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。
現
在
、
新
一
年

生
を
募
集
中
で
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ

き
、
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

子
ど
も
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
む

“
学
童
保
育
型
“
学
習
塾
・
花は

な
い
く育 

で

藤
守
の
田
遊
び
伝
承
館

志
太
新
名
物
探
訪

　

毎
年
三
月
十
七
日
に
焼

津
市
藤
守
の
大
井
八
幡
神

社
で
奉
納
さ
れ
る
「
藤
守

の
田
遊
び
」
は
、
千
年
以

上
前
か
ら
伝
わ
る
貴
重
な

伝
統
芸
能
と
し
て
国
の
重

要
無
形
文
化
祭
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
井
川
の
治

水
と
豊
作
を
祈
願
し
た
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
様

子
を
表
現
し
た
二
十
五
番

の
演
目
が
、
藤
守
地
区
の
奉
仕

青
年
に
よ
り
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

二
〇
一
八
年
に
完
成
し
た
神

社
に
隣
接
す
る
『
藤
守
の
田
遊

び
伝
承
館
』
は
祭
礼
当
日
が

雨
天
の
場
合
の
奉
納
場
所
で
あ

り
、
藤
守
の
田
遊
び
保
存
会
の

人
々
が
練
習
や
準
備
を
行
う
な

ど
次
世
代
へ
伝
統
を
受
け
継
ぐ

拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
万
燈

花
と
よ
ば
れ
る
紙
の
花
を
つ
け
た

笠
が
特
徴
的
な
衣
装
な
ど
の
資

料
や
映
像
の
展
示
室
が
あ
り
、

毎
月
第
三
日
曜
に
無
料
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

中中な

か

な

か

西西に

し

に

し  

亜亜ああ

弓弓ゆ

み

ゆ

み

花
育
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

運
営
・
花
育
士

教
員
か
ら
印
刷
業
へ
転
身

　

静
岡
商
業
で
教
鞭
を
と
っ
て

い
た
小
林
治じ

助す
け

は
敗
戦
後
、
戦

前
教
育
の
全
面
否
定
と
黒
塗
り

の
教
科
書
に
衝
撃
を
受
け
、
教

員
を
退
職
。
昭
和
二
十
三
年
学

友
の
経
営
す
る
片
井
商
会
の
出

版
部
を
任
さ
れ
、
幼
児
教
育
誌

「
あ
そ
び
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。

教
育
関
係
者
か
ら
も
高
い
評
価

を
受
け
た
冊
子
で
し
た
。
そ
し

て
、
昭
和
二
十
九
年
、
当
時
の

仲
間
と
共
立
印
刷
を
当
時
の
青

島
市
役
所(

現
文
化
セ
ン
タ
ー)

の
裏
手
に
設
立
し
ま
し
た
。

区
画
整
理
で
高
柳
に
移
転

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
二
十
周

年
を
迎
え
た
昭
和
四
十
九
年
。

駅
前
の
再
開
発
で
移
転
し
、
落

成
式
に
は
山
口
森し

ん
ぞ
う三

市
長
が
出

席
し
ま
し
た
。
当
時
は
オ
イ
ル

想
像
以
上
を
創
造
す
る
！

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
へ

シ
ョ
ッ
ク
で
資
材
が
高
騰
し
、
志

太
榛
原
二
十
七
社
で
資
材
の
共

同
購
入
を
行
う
志
太
榛
原
印
刷

事
業
協
同
組
合
を
設
立
。
小
林

が
理
事
長
と
な
り
ま
し
た
。

営
業
エ
リ
ア
を
県
内
、
東
京
へ

　

昭
和
五
十
四
年
、
二
代
目
社

長
に
岡
本
美み

つ

お
津
雄
が
就
任
。
営

業
畑
の
岡
本
は
、
静
岡
営
業
所

を
開
設
し
、
広
告
代
理
店
と
の

連
携
を
深
め
、
浜
松
か
ら
沼
津

に
ま
で
営
業
エ
リ
ア
を
拡
大
。
長

年
の
夢
で
あ
っ
た
売
上
十
億
円
を

達
成
し
、
新
社
屋
の
建
設
、
工

時
代
と
共
に
歩
む  

共
立
ア
イ
コ
ム

場
の
改
修
、
四
色
機
、
五
色
機

の
導
入
な
ど
設
備
を
一
新
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
推
進
役
と
な
っ

た
の
が
小
林
正ま

さ
と
し敏

専
務(

現
会

長)

で
、
小
林
は
全
国
の
先
進

的
な
印
刷
会
社
の
勉
強
会
に
参

加
し
、
受
注
中
心
の
会
社
か
ら

の
脱
皮
を
模
索
。
経
営
計
画
発

表
会
の
導
入
、
文
化
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
や
企
画
事
業
に
取
り
組
み
、

昭
和
六
十
三
年
に
社
長
に
就
任
。

東
京
営
業
所
の
開
設
、
新
社
屋

の
建
設
、
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機

の
導
入
、「
む
る
ぶ
」
の
発
行
な

ど
を
行
い
、
藤
枝
商
工
会
議
所

の
会
頭
も
務
め
ま
し
た
。
ま
た
、

稲い
な
も
り盛

和
夫
氏
に
師
事
し
、
経
営

の
根
幹
を
成
す
共
立
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
を
制
定
し
ま
し
た
。

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
へ

　

平
成
二
十
一
年
、
四
代
目
社

長
に
小
林
武た

け
は
る治

が
就
任
。
社
名

も
共
立
印
刷
か
ら
共
立
ア
イ
コ
ム

へ
と
変
更
し
、
印
刷
か
ら
の
脱
皮

を
積
極
的
に
進
め
ま
し
た
。
中
核

は
印
刷
業
と
し
な
が
ら
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
の
制
作
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
基
づ
く
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
、
動

画
の
制
作
な
ど
、
顧
客
の
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
様
々

な
事
業
展
開

を
進
め
て
い

ま
す
。（
小
嶋

良
之
）

▶
昭
和
四
十
九
年

　
建
設
の
社
屋

▶
昭
和
六
十
三
年

　
建
設
の
社
屋

▲あそび ▲小林治助

▲平成30年に改修した現本社工場

▲稲盛氏と小林正敏

▲むるぶ

▲動画事例

▲コスプレ企画



人生100年時代といわれる今、亡くなる直前まで
ピンピン、コロリと生涯を何の憂いもなく終えるこ
とができたらと誰もが思います。そのためには、周
到な計画と準備、日々のたゆまぬ努力が必要です。
何もしないで、ピンピンコロリはありません。亡く
なれば葬儀やお墓の心配、相続が発生し、死後に家
族や親族が心を痛めることも良く聴く話です。生涯
を憂いなく終えることは、自分だけの問題ではない
のです。ここでは、むるぶ流の終活の道筋ともいえ
る「12の活」をお伝えしたいと思います。「１２の活」

脳を活性化する方法は、ここに示した１１の「活性化」
方法を実践することです。バラン
スの良い食事をし、８時間の睡
眠をとり、有酸素運動で脳の血
流を良くし、好きなことをする時
間を作ります。週に一度は、自然
の中や未知の場所に出かけ、家
族や友人と語らい、時には新し
いことに挑戦してみます。

脳
の う

活
か つ

私たちは、食事からのエネルギーで健康を維持して
います。普段食べている食事の質や量によって体調
の良し悪しが決まるのです。
そのためには、何よりもバ
ランスの良い食事が求めら
れます。野菜や穀物、魚
や肉、ご飯など炭水化物
から作られるブドウ糖も脳
や身体の健康維持には大
切なものです。

食
しょく

活
か つ

脳と身体の活性化には、睡眠が不可欠です。特に、
最近の日本人の平均睡眠時間は、ＯＥＣＤ加盟国が
８時間２５分なのに対し、６時間４３分と睡眠不足が
指摘されています。脳は睡眠中に必要な記憶と不必
要な記憶を整理
するといわれて
います。脳内が
乱雑なままだと
効率も上がらな
いのです。

眠
み ん

活
か つ

一人暮らしになった時、一番心身に堪えるのが、気
軽に話せる相手が身近にいないということです。一
人暮らしになったとたん、鬱になり、一日中、誰と
も話さず、無言で生活す
る日々を送るようになると
健康を害するばかりです。
気軽に話せる相手が身近
に居ることこそ健康に過
ごす秘訣なのです。

話
わ

活
か つ

人は、年を重ねるごとに角が取れて、人間が丸くなっ
てくるといわれます。若い時から誰しもが、様々な環
境の中で、他人との争いや諍いに巻き込まれ、それ
なりの苦境を体験さ
せられます。年を経る
ごとに出来るだけ和し
て怒らず、平和な心で
日々を過ごしたいと願
うもの。和する心が
大切です。

和
わ

活
か つ

適度な運動は、血流を良くし、
脳や身体を活性化してくれま
す。有酸素運動によって、学
習能力や記憶力が向上するの
です。ずっと同じ姿勢を続けた
り、長時間の無理な態勢や力
仕事もよくありません。有酸素
運動は、軽いウォーキングや
体操を５分程度、一日数回程
度で良いといわれています。

動
ど う

活
か つ

続けるコツは、ずっと健康でいた
いという気持ちを持ち続けることで
す。毎日適当な食事をし、運動も
せず、家族や人とも話さず、睡眠時
間も行き当たりばったりという生活
が健康に良くないことは、明らかで
す。最後まで健康で健やかな人生
を送りたいという気持ちこそ、最大
の健康法なのです。

健
け ん

活
か つ

❻・❼の話活と和活は、ストレスを減らし、脳にも
身体にも心にも穏やかな空気を運んでくれます。特
に身近な人との争いごと
やトラブルは、メンタルが
破壊され、立ち向かう気
力も体力も奪われていき
ます。また、年を取るほ
ど、対応できなくなるもの
です。常に心の健康のセ
ルフチェックが必要です。

心
し ん

活
か つ

旅に出ることで、私たちは日常から解放され、様々
な未知のものや人に出会いま
す。新たなるものと出会うこと
で、自分の世界観や人間観を
より良いものに変換し、出会
うことに至上の喜びを抱くよ
うになります。人生の新しい
ページが拓かれたような感
覚が旅にはあり、生きる力
となるのです。

旅
た び

活
か つ

人生を楽しく送る秘訣のひとつは、いくつになって
も新しいことに挑戦する姿勢と勇気を持ち続けるこ
とです。毎日同じことの繰り返しの生活は、脳に考
えることを放棄させます。新
しいことへの挑戦で脳にドー
パミンが分泌され、やる気
や集中力を高め、心身に活
気を与えてくれる
のです。

挑
ちょう

活
か つ

生きていくには、それなりの貯えが必要です。老
後もお金に困り、日々の生活に心をすり減らすこと
にならないように備えること
も大切です。それには、お
金の勉強と共に、現状のお
金の使い方の把握や節約法、
今後への備え、早い時期か
らの貯蓄も大切です。自分
なりのお金を活かした生活
法を考えましょう。

金
き ん

活
か つ

１０年以上前から「終活」という言葉が流行し、同
時に「断捨離」という言葉も日常的に聞かれるよう
になりましたが、いざとな
らないとなかなか身辺整
理は難しいものです。しか
し、老後の生活方法とし
ての断捨離は、物が片付
くだけでなく、心も軽くな
り、生活そのものが「整う」
効果があります。

整
せ い

活
か つ

人生１００年 ❶�

❷❹❻❽�

❸❺❼❾�

何よりも大切な
脳の活性化

健康は日々の
食生活が鍵に

しっかり眠るが
元気の秘訣

人と話す事が
心身を活性化

年を取ったら
和することを

動かないと
動けなくなる

健康でいたい
という気持ち

心の健康を
セルフチェック

旅することで
元気が育つ

新しいことに
挑戦する力を

生活の基軸は
日常の金活に

整理整頓は
心を綺麗にする

22
月
号
月
号
読
者
の
声

読
者
の
声
よ
り
よ
り

●
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
今
回
チ
ケ
ッ
ト

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
も
あ
り
、
映
画
館
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
き
っ
か
け
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
幼
い
頃
、
ゴ
ジ
ラ
の
映

画
を
見
た
時
よ
う
な
大
興
奮
で
し
た
。
モ

ノ
ク
ロ
の
迫
力
、
す
ご
い
で
す
。
月
曜
日

夜
で
、
館
も
空
い
て
い
ま
し
た
。
最
高
で

し
た
！

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
藤
枝
１
０
０
年
史
は
、

永
久
保
存
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
月
一
の
む
る
ぶ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
身
近
な
地
域
の
情
報
が
盛
り
沢
山
で

す
し
、
地
域
の
豆
知
識
が
分
か
り
と
て
も

面
白
い
で
す
。

●
毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
幅
広
い
記
事
を
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
る
の
で
み
て
い
て
面
白
い
し
、
読
み

が
い
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
歴
史
を
知
る

良
い
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
焼
津
に
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
専
門
店
が
あ

る
の
は
初
知
り
で
し
た
。
色
々
な
味
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
気
に
な
り
ま
す
。

●
今
回
の
イ
チ
ゴ
ス
イ
ー
ツ
は
、
ど
れ
も

お
い
し
そ
う
で
す
。
今
が
イ
チ
ゴ
の
旬
な

の
で
み
ん
な
食
べ
て
み
た
い
で
す
。

●
こ
れ
か
ら
も
地
域
密
着
の
話
題
を
ど
ん

ど
ん
取
り
上
げ
て
下
さ
い
。
映
画
招
待
券

が
当
選
し
ま
し
た
。
世
の
中
、
嫌
な
こ
と

ば
か
り
起
こ
り
ま
す
が
、
映
画
を
久
し
ぶ

り
に
鑑
賞
し
心
が
少
し
癒
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
志
太
そ
こ
知
り
物
語
と
バ
ト
ン
リ
レ
ー

志
太
を
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
記

事
と
し
て
書
き
続
け
て
い
く
こ
と
は
本
当

に
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

●
地
域
に
密
着
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て

も
ら
い
毎
月
楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

●
焼
津
市
の
自
転
車
盗
難
事
件
み
ん
な
無

施
錠
で
す
ね
。
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防

げ
る
こ
と
を
や
ら
な
い
人
が
多
い
の
か
な

と
。

●
毎
回
志
太
そ
こ
知
り
物
語
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

●
長
く
住
ん
で
も
知
ら
な
い
事
が
い
っ
ぱ

い
あ
っ
て
読
ん
で
い
て
楽
し
い
で
す
。

●
前
回
笑
福
の
湯
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
エ
ム
ア
イ
プ
ラ
ザ
の
広
告
欄
が
情
報
が

知
る
事
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

●
多
方
面
に
渡
る
情
報
を
毎
回
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
の
い
ち
ご
の
乗
っ

た
ケ
ー
キ
や
菓
子
は
ど
れ
も
直
ぐ
に
で
も  

　食
べ
た
い
　
と
思
わ
せ
ま
す
。

●
有
機
栽
培
の
農
家
さ
ん
、
す
ば
ら
し
い

で
す
。お
茶
も
お
米
も
購
入
し
た
い
で
す
。

が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
の
で
、
今
月
号
の

特
集
は
と
て
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
藤
枝
市
を
中

心
に
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
！

●
こ
の
時
期
は
旬
の
苺
ス
イ
ー
ツ
が
食
べ

た
く
な
る
の
で
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
見
て

る
だ
け
で
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
楽
し
か
っ
た

で
す
！

★
読
者
の
声
の
ご
意
見
・
ご
感
想
は
、
む

る
ぶ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想

●
サ
ッ
カ
ー 

62

●
野
球 

39

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル 

21

●
卓
球 

17

●
テ
ニ
ス 

13

●
相
撲 

11

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

7

●
マ
ラ
ソ
ン 

6

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

6

●
ゴ
ル
フ 

5

●
水
泳 

5

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

5

●
ラ
グ
ビ
ー 

5

●
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト 

5

あ
な
た
の
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
は
？

「一語一会」むるぶコラム

　私たちは何かを期待する時、自然と「期待値」
を設定します。しかし、期待通りにならなかった
としても、必ずしも悪いことではありません。む
しろ、期待以上のことをして、相手を良い意味で
驚かせ、「期待を裏切る」ことで、大きな感動を生
み出すこともできるのです。
　仕事で目標以上の成果を達成すれば、周囲か
らの信頼を得られます。相手の想像を超えるプレ
ゼントを贈れば、深い感動を与えることができま
す。旅行で予定外の出会いや体験をすれば、忘れ
られない思い出となります。
　期待を「裏切る」ためには、相手の「期待値」を
しっかりと理解し、それを超えるものを提供する
必要があります。そのためには、努力と工夫が欠
かせません。
　期待を「裏切る」ことで、相手と自分自身、双方
にとって喜びを倍増させることができるのです。

期待を超える喜び

2024 年（令和 6年）2月 25 日　むるぶ　-5- 2024 年（令和 6年）2月 25 日　むるぶ　-4-

元気に生きる
人生１００年を



月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，人生100年を元気に生きるあなたの「活」は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは志太でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３４－２４６８
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　3月5日㊋
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

毎年3月17日に焼津市藤守の
大井八幡神社で奉納されるのは？

　藤守の〇〇び（漢字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）10名」、「焼津笑福の湯ご招待券20名」「図書
カード（500円分）10名」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

花粉症!花粉症!
●受験生にもおすすめです。　●目のかゆみの漢方もございます。●受験生にもおすすめです。　●目のかゆみの漢方もございます。

ホノビエン錠ホノビエン錠
36錠 90錠 300錠

大人気の鼻炎薬「ホノビエン」あります。

1,463円（税込）1,463円（税込） 2,970円（税込）2,970円（税込） 5,698円（税込）5,698円（税込）

http://honnmachi.com/

旧国道1号線

旧道

杉本モータース
●●市役所南館

店
苗
種
木
高
●

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

営業時間／AM8:30～PM6:00（土曜日 PM5:00）定休日／日曜・祝日・水曜日
駐車場／隣に4台分ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35

千歳商店街
☎054-644-5829

ホームページ　インスタグラムもご覧ください

つらいつらい

眠くなりにくい  口が乾かない

編 集長 後記

むるぶ公式 HP・むるぶ Face b o o k

先日、 仕事で大久保キャンプ場へ行く機会がありまし
た。 途中いくつかの施設に寄ってみたのですが、 しばら
く見ないうちに大きく変わっていて驚きました。 「キッチ
ンせとや」 「交流ヴィレッジおかえり」 「市之瀬ティーテラ
ス」 など瀬戸谷地区には魅力が一杯。 「びく石山静かな
夜のキャンプ場」 ももうすぐオープンです。 (石間健司 )

2024 年（令和 6年）2月 25 日　むるぶ　-7- 2024 年（令和 6年）2月 25 日　むるぶ　-6-



3月の休日緊急医

小児科
・

5

3日（日）

〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

〈内〉まつおか内科循環器
クリニック（瀬戸新屋）
�631･7603

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

10日（日）

〈内・小〉みやはら内科
クリニック（小石川町一）
�647･5670

〈内〉すみや脳神経
クリニック（本町二）
�647･5511

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

17日（日）

〈内〉藤枝クリニック
（田沼二）

�636･8989
〈小〉小石川町小児科・アレルギー科・
皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

20日（祝）

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006

〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内・小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

24日（日）

〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052
〈小〉田熊こども
クリニック（瀬古二）
�647･5225

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

31日（日）

〈内〉岩田クリニック
（焼津市宗高）
�662･2311
〈内〉藤枝駅前
クリニック（駅前一）
�645･5545

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

〈内・小〉三倉医院
（五十海四）
�644･1235

3日（日）

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
�645･3387

〈泌・皮〉おだクリニック
（上藪田）

�648･1234

小川眼科医院
（本町二）
�641･0160

エール矯正歯科
こども歯科（田沼二）
�634･4177

10日（日）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）

�620･6001
〈精・心〉すだ医院

（築地）
�646･8811
駿河台井澤歯科
（駿河台二）
�644･1182

17日（日）

あまの耳鼻咽喉科
クリニック（田中三）
�646･3313

にしかわ歯科医院
（高柳二）
�637･0755

20日（祝）

やまもと歯科
（東町）

�646･1182

24日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687

〈精・心〉藤枝メンタル
クリニック（瀬戸新屋）
�631･6841
緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121

31日（日）

岡本石井病院
（焼津市小川新町五）

�627･5585

浅井歯科医院
（高岡一）
�636･8241


